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　The purpose of this study is to analyze the background factors relating to opinions on organ donation through 
factorial and structural comparisons between Japanese and Americansｴ The data were obtained from responses to a 
questionnaire (371 Japanese and 41 Americans)ｴ
　The main findings are as follows:
1 ｴ Most of the factorsｳ ｽa will for organ donation depending on a recipientｾ ｳ ｽview of remainsｾ ｳ ｽunderstanding of 
brain deathｾ and so on showed significant differences between Japanese and Americansｴ
2ｴ Japanese had a better understanding of brain deathｴ On the other handｳ the ratio of Americans who were willing 
to donate an organ was higher than that of Japaneseｴ
3ｴ It was revealed that “the approval of organ donation for the third personｳ not only for oneｾs family” had an impact 
for having donor card showing the approval for organ donationｴ Furthermoreｳ as underlying factors generating 
differences on organ transplant opinionsｳ differences were found among Japanese between “approval of organ 
transplant” and the attitude assuming that oneself or a member of oneｾs family was the person concerned with 
organ transplantationｴ There were also differences between Japanese and Americans on ideas about a view for life 
and death such as soul existence or view of remainsｴ
　The argument for transplantation in Japan should consider these structural differencesｴ
原　著
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性　　別 男　性 162 (44) 23 (56.1)
女　性 206 (56) 18 (43.9)
有効回答合計 368 (100) 41 (100)
年齢階層 19歳以下 9 (2.4) 0 (0)
20～29歳 142 (38.5） 8 (20)
30～39歳 88 (23.8） 13 (32.5）
40～49歳 67 (18.2） 14 (35)
50～59歳 36 (9.8) 4 (10)
60～69歳 22 (6.0) 1 (2.5)
70～79歳 3 (0.8) 0 (0)
80歳以上 2 (0.5) 0 (0)
有効回答合計 369 (100) 40 (100)
職　　業 会社員 245 (66.4) 33 (80.5)
無　職 12 (3.3) 0 (0)
主　婦 46 (12.5) 0 (0)
商工サービス業 4 (1.1) 0 (0)
公務員 6 (1.6) 0 (0)
自由業（弁護士など) 2 (0.5) 0 (0)
医療関係 26 (7) 0 (0)
教育職 3 (0.8) 0 (0)
学生・院生 15 (4.1) 0 (0)
その他 10 (2.7) 8 (19.5)




















































に試み，パスの採用の可否は GFI（Goodness of Fit Index），












































人数 ％ 人数 ％
問１　あなたはどの時点で死を受け入れますか．
もっとも適当と思われるものひとつお選びください．
１. 医師が死亡を宣告したとき 144 39.8 29 70.7
２. その人が呼吸をしなくなったとき 41 11.3 ４ 9.8
３. その人が冷たくなったと感じられたとき 53 14.6 １ 2.4
４. 葬儀，告別式が終わって出棺されたとき 13 3.6 ０ ０
５. 亡くなった人が火葬（土葬）されたとき 43 11.9 ０ ０
６. わからない 53 14.6 ０ ０
７. その他 15 4.1 ７ 17.1
計 362 100 41 100 ｐ＜0.001
問２　一般的に医療，医師を信頼していますか． １. 信頼している 94 26.3 13 31.7
２. どちらかというと信頼している 220 61.5 26 63.4
３. どちらかというと信頼していない 40 11.2 ２ 4.9
４. 信頼していない ４ 1.1 ０ ０
計 358 100 41 100
問４　あなたは，臓器提供意思表示カード（ドナーカード），臓器提供
意思表示シールのいずれかを持っていますか．
１. 持っており，常時携帯している 29 ８ 36 87.8
２. 持っているが常時携帯していない 40 11 １ 2.4
３. 持っていない 293 80.9 ４ 9.8
計 362 100 41 100 ｐ＜0.001
問５　移植可能な臓器（角膜を含む）のうち臓器提供についてあなたの
お考えは次のどれでしょう．
１. どの臓器の提供も考える 112 31.4 24 58.5
２. 脳死状態からの臓器提供はいやだが，それ以外なら提供してよい 34 9.5 ２ 4.9
３. 生体からなら提供を考える 24 6.7 １ 2.4
４. 生体以外からの提供なら考える 98 27.5 12 29.3
５. 臓器提供はしたくない 89 24.9 ２ 4.9
計 357 100 41 100 ｐ＜0.01
問６　脳死というのは心臓はどうなっていますか． 正解 １. 動いている 320 87 30 73.2
２. 止まっている 23 6.3 ７ 17.1
３. わからない 25 6.8 ４ 9.8
計 368 100 41 100 ｐ＜0.05
問７　脳死のとき自分で呼吸ができますか． １. できる 68 18.6 20 48.8
 正解 ２. できない 255 69.7 15 36.6
３. わからない 43 11.7 ６ 14.6
計 366 100 41 100 ｐ＜0.001
問８　脳死になったとき回復の可能性がありますか． １. ある 61 16.5 ７ 17.1
 正解 ２. ない 176 47.7 27 65.9
 ３. わからない 132 35.8 ７ 17.1
計 369 100 41 100 ｐ＜0.05
問９　脳死のとき意識はどうなっていますか． １. 意識がある 17 4.6 １ 2.4
正解 ２. 意識がない 284 77 28 68.3
３. わからない 68 18.4 12 29.3
計 369 100 41 100
問10　脳死のとき血圧は維持できますか． １. 維持できる 77 21 23 56.1
 正解 ２. 維持できない 194 52.9 ７ 17.1
 ３. わからない 96 26.2 11 26.8
計 367 100 41 100 ｐ＜0.001
問11　脳死のとき瞳孔はどうなっていますか． 正解 １. 開いたままである 158 43.3 15 36.6
２. それまでと同じ 74 20.3 ６ 14.6
３. わからない 133 36.4 20 48.8
計 365 100 41 100
問12　脳死のとき脳波はどうなっていますか． 正解 １. 平坦である 223 60.9 28 68.3
２. 起伏がある 28 7.7 ０ ０
３. わからない 115 31.4 13 31.7






１. 死と判定してよい 117 32.1 29 70.7
２. 死と判定すべきではない 124 34 ６ 14.6
３. どちらともいえない 124 34 ６ 14.6





１. 今のまま，本人の意思表示と家族の承諾の両方が必要だ 192 52.3 ６ 14.6
２. 家族の承諾がなくても，本人の意思表示があればよい 87 23.7 20 48.8
３. 本人の意思表示がなくても，家族の承諾があればよい 18 4.9 3 7.3
４. 本人の意思表示か家族の承諾のどちらかがあればよい 68 18.5 12 29.3
５. その他 ２ 0.5 ０ ０
計 367 100 41 100 ｐ＜0.001
問15　あなたは脳死状態で臓器が移植されていることをどう思います
か．
１. 賛成である 160 43.6 35 85.4
２. 反対である 27 7.4 ２ 4.9
３. どうともいえない 180 49 ４ 9.8
計 367 100 41 100 ｐ＜0.001
問16　あなたは生体間で臓器が移植されていることをどう思いますか． １. 賛成である 208 57 36 87.8
２. 反対である 13 3.6 ２ 4.9
３. どうともいえない 144 39.5 ３ 7.3




１. 賛成である 155 42 23 56.1
２. 反対である 42 11.4 ８ 19.5
３. どうともいえない 172 46.6 10 24.4










151 41.3 29 70.7
76 20.8 ４ 9.8
139 38 ８ 19.5




１. 提供したい 288 78.3 39 95.1
２. 提供しない 10 2.7 １ 2.4
３. わからない 70 19 １ 2.4







１. 提供を認めると思う 234 63.8 35 85.4
２. 提供を認めないと思う 35 9.5 3 7.3
３. わからない 98 26.7 3 7.3














210 57.2 34 82.9
38 10.4 ３ 7.3
119 32.4 ４ 9.8
367 100 41 100 ｐ＜0.01
問19―３　あなた以外の家族に対する提供の場合はどうですか． １. 提供を認めると思う 249 67.8 38 92.7
２. 提供を認めないと思う 22 ６ １ 2.4
３. わからない 96 26.2 ２ 4.9
計 367 100 41 100 ｐ＜0.01
問20　今あなたの臓器（片方の腎臓など生体間移植が可能な臓器）の提
供を頼まれたらどうしますか．
問20―１　仮に第三者に対してできるとしたらどうしますか． １. 提供してあげたい 57 15.7 11 26.8
２. 提供できない 164 45.1 ８ 19.5
３. わからない 143 39.3 22 53.7
計 364 100 41 100 ｐ＜0.01
問20―２　あなたのご家族に対する場合であればどうですか． １. 提供する 286 78.6 37 90.2
２. 提供しない 13 3.6 １ 2.4
３. わからない 65 17.9 ３ 7.3







105 28.9 29 70.7
130 35.8 3 7.3
128 35.3 ９ 22
363 100 41 100 ｐ＜0.001
問21―２　仮に，あなたが必要としていた場合はどうですか． １. 提供してもらう 139 38.1 34 82.9
２. 提供してもらいたくない 66 18.1 ２ 4.9
３. わからない 160 43.8 ５ 12.2
計 365 100 41 100 ｐ＜0.001
問21―３　あなた以外のご家族に対する場合であればどうですか． １. 同意すると思う 191 52.5 40 97.6
２. 同意しないと思う 33 9.1 ０ ０
３. わからない 140 38.5 １ 2.4
計 364 100 41 100 ｐ＜0.001
問22　社会として脳死臓器移植を促進させようとすれば，どのようなこ
とが必要と思いますか（複数回答可）．
１. 医師，医療システムが信用されること 256 70.5 19 46.3 ｐ＜0.01
２. ドナーカードをもっと普及させるなど啓発に努める 123 33.9 33 80.5 ｐ＜0.001
３. システムについてわかりやすく説明する 182 50.1 30 73.2 ｐ＜0.01
４. 臓器提供者とその家族，移植を受ける患者のプライバシーを守る 131 36.1 11 26.8
５. 臓器提供者の家族に対する精神面のケアを充実させる 174 47.9 18 43.9






１. いる 9 2.4 ７ 17.1
２. いない 359 97.6 34 82.9
計 368 100 41 100 ｐ＜0.001
問24　家族以外の人の遺体に触れることに抵抗を感じますか． １. 感じると思う 220 59.8 10 24.4
２. 感じないと思う 75 20.4 25 61
３. よくわからない 73 19.8 ６ 14.6
計 368 100 41 100 ｐ＜0.001
問25　家族の遺体に触れることに抵抗感を感じますか． １. 感じると思う 97 26.3 11 26.8
２. 感じないと思う 206 55.8 25 61
３. よくわからない 66 17.9 ５ 12.2
計 369 100 41 100
問27　あなたは故人の墓に行きますか． １. 行く 345 94 32 80
２. まったく行かない 22 ６ ８ 20
計 367 100 40 100 ｐ＜0.01
問28　人は死んで肉体がなくなってしまったらどうなると思いますか． １. 何も残らない 100 27.3 13 33.3
２. 何か残る 177 48.4 18 46.2
３. わからない 89 24.3 ８ 20.5
計 366 100 39 100
問29　あなたにとって死とはどういうものですか． １. 恐ろしいもの 60 16.6 ３ 8.1
２. 寂しいもの 149 41.3 ４ 10.8
３. 苦しいもの 11 ３ ０ ０
４. 苦しみからの解放 30 8.3 ９ 24.3
５. その他 111 30.7 21 56.8
計 361 100 37 100 ｐ＜0.001
問30　霊魂（たましい）は存在すると思いますか． １. 存在すると思う 152 41.9 28 71.8
２. どちらかというとそう思う 109 30 ８ 20.5
３. どちらかというとそう思わない 60 16.5 １ 2.6
４. 思わない 42 11.6 ２ 5.1
計 363 100 39 100 ｐ＜0.01
問31　死んで肉体がなくなった後も霊魂（たましい）は存在し続けると
思いますか．
１. 存在し続けると思う 108 29.7 24 61.5
２. どちらかというとそう思う 127 34.9 ７ 17.9
３. どちらかというとそう思わない 67 18.4 ３ 7.7
４. 思わない 62 17 ５ 12.8
計 364 100 39 100 ｐ＜0.01
問32　葬儀・告別式の際は，遺体は元のまま完全な形でなければならな
いと思いますか．
１. そう思う 73 19.9 ０ ０
２. どちらかというとそう思う 183 50 ４ 10
３. どちらかというとそう思わない 53 14.5 ８ 20
４. そう思わない 57 15.6 28 70
計 366 100 40 100 ｐ＜0.001
問33　遺骨に死者の霊魂は宿ると思いますか． １. 思う 80 21.9 ２ ５
２. 思わない 175 47.9 35 87.5
３. わからない 110 30.1 ３ 7.5
計 365 100 40 100 ｐ＜0.001
問34　現在，或いはこれまでにボランティア活動をしたことがあります
か．
１. ある 162 44.3 35 89.7
２. ない 204 55.7 ４ 10.3
計 366 100 39 100 ｐ＜0.001
問35　これからボランティア活動をしてみたいですか． １. したい 243 69.4 32 84.2
２. したくない 107 30.6 ６ 15.8
計 350 100 38 100 ｐ＜0.05 
合　　　計 371 100 41 100
































成　　　　　分 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
医療・医師を信頼しているか －0.105 0.064 －0.020 －0.004 0.293 0.013 0.214 0.130 －0.114 －0.078 0.109 0.229 0.662
ドナーカードを持っているか 0.113 0.175 0.094 0.240 0.213 －0.027 －0.437 0.161 －0.158 0.016 0.055 －0.091 0.282
脳死知識 －0.047 －0.233 0.144 －0.221 0.108 0.048 0.062 0.133 －0.234 0.613 －0.214 －0.184 －0.081
脳が死んだら死と判定してよいか 0.158 0.246 －0.019 0.134 0.525 0.070 －0.051 －0.072 0.186 －0.035 0.102 －0.016 －0.038
脳死判定の要件 0.027 －0.087 0.013 －0.448 －0.194 0.215 0.252 0.175 0.179 0.069 －0.239 0.065 －0.051
脳死移植への意見 0.166 0.294 －0.013 0.461 0.527 0.073 0.003 0.072 0.030 0.110 －0.026 0.100 －0.002
生体間移植への意見 0.331 0.115 0.001 0.669 0.076 －0.039 0.081 －0.002 －0.008 0.145 －0.145 0.077 0.030
献体への意見 0.053 0.152 0.006 0.617 0.131 0.175 －0.041 0.126 0.124 －0.211 －0.069 －0.125 0.023
あなたが脳死で第三者への提供 －0.006 0.684 0.116 0.217 0.124 0.046 －0.201 0.096 0.006 0.056 0.100 －0.111 0.026
あなたが脳死で家族優先提供 0.378 0.568 －0.142 －0.084 0.002 －0.040 －0.008 0.091 0.125 －0.058 0.007 0.119 0.142
家族が脳死で第三者への提供 0.077 0.683 －0.050 0.100 0.249 0.061 －0.092 0.009 －0.087 －0.084 －0.116 －0.041 0.052
家族が脳死であなたへの提供 0.544 0.361 0.067 0.027 0.375 －0.111 0.140 －0.047 －0.010 －0.099 0.002 －0.022 0.094
家族が脳死でほかの家族への提供 0.421 0.537 0.009 0.070 0.238 －0.104 0.061 －0.082 －0.127 －0.060 －0.087 －0.060 －0.037
あなたから第三者への生体移植 －0.019 0.492 0.013 0.285 －0.216 0.365 0.225 －0.047 0.011 0.116 0.163 －0.133 －0.057
あなたから家族への生体移植 0.489 0.184 －0.041 0.253 －0.290 －0.018 0.091 0.196 0.018 0.223 －0.200 0.125 －0.012
家族から第三者への生体移植 0.325 0.259 0.089 0.110 0.038 0.415 0.032 0.076 0.098 －0.065 0.340 －0.196 0.083
家族からあなたへの生体移植 0.692 0.054 0.081 0.171 0.211 0.097 0.095 0.018 0.158 －0.024 0.086 －0.147 0.039
家族から家族への生体移植 0.772 0.068 0.016 0.078 0.018 0.208 －0.148 0.011 －0.174 －0.049 0.086 0.009 －0.019
移植促進～医師・医療の信頼 0.230 0.110 －0.056 －0.189 －0.034 －0.032 －0.055 －0.210 0.065 0.307 0.046 －0.068 0.560
移植促進～ドナーカード普及啓発 －0.066 －0.099 0.042 －0.076 －0.632 －0.043 0.152 －0.167 0.187 －0.047 0.103 0.082 －0.090
移植促進～システム理解の促進 －0.092 －0.043 0.019 0.011 －0.064 －0.039 0.054 －0.017 0.707 0.095 －0.060 0.139 －0.041
移植促進～プライバシー保護 －0.045 0.043 －0.011 0.067 －0.027 0.001 －0.093 －0.112 0.196 0.684 0.264 －0.011 0.063
移植促進～ドナー家族精神面ケア －0.050 －0.022 －0.028 0.102 0.342 －0.035 0.007 －0.025 0.267 0.316 0.451 0.159 －0.093
移植促進～ドナー家族物的ケア 0.065 －0.028 0.029 －0.120 －0.067 －0.041 0.009 0.086 －0.102 0.059 0.766 0.028 0.050
臓器移植で健康改善あなた・家族 0.004 －0.007 0.108 0.248 －0.125 －0.051 －0.106 0.007 0.031 －0.094 －0.074 －0.258 0.573
家族以外の遺体接触への抵抗感 0.037 －0.003 －0.083 0.006 －0.028 0.683 0.125 －0.010 0.045 0.101 －0.114 0.081 0.055
家族の遺体接触への抵抗感 0.073 0.019 0.050 －0.018 0.122 0.736 －0.062 －0.072 －0.041 －0.087 0.023 －0.080 －0.119
故人の墓へ行くか －0.034 －0.096 0.140 －0.058 －0.021 －0.049 0.006 －0.002 0.080 －0.090 0.055 0.755 －0.077
人が死んで肉体が亡くなると？ 0.187 0.027 －0.327 0.055 0.095 0.232 －0.046 －0.076 0.500 －0.091 0.045 －0.208 0.116
あなたにとって死とは？ 0.036 －0.079 －0.069 0.035 －0.109 0.135 0.620 －0.073 0.119 0.035 －0.092 0.197 0.140
霊魂は存在するか？ 0.018 0.000 0.916 0.055 －0.017 0.011 －0.053 0.009 －0.058 0.011 0.010 0.061 0.049
死んでも霊魂は存在するか 0.069 －0.004 0.911 －0.014 －0.028 －0.022 －0.043 0.038 －0.039 0.021 0.036 0.068 0.039
葬儀の際，遺体は完全な形必要？ －0.171 －0.049 0.326 －0.336 －0.280 0.166 0.341 －0.023 0.075 0.116 －0.145 0.203 －0.160
遺骨に死者の霊魂は宿るか 0.067 －0.002 0.465 －0.110 0.072 －0.016 0.008 0.114 0.404 －0.002 0.009 －0.406 －0.104
ボランティア経験 0.115 0.076 0.115 －0.004 0.072 0.035 －0.275 0.747 －0.016 0.124 －0.007 0.049 －0.007
これからボランティアするか －0.044 0.007 －0.020 0.055 0.026 －0.106 0.129 0.776 －0.023 －0.154 0.091 －0.070 0.002
固有値 5.03 2.37 2.17 1.63 1.47 1.37 1.33 1.25 1.22 1.18 1.12 1.07 1.05







































は日本人が43.6％，米国人は85.4％．一方 Gallup Survey 
の “TABLE１　In general､ do you support or oppose the 
　 日米比較による臓器提供における態度と意識の考察：池口豪泉 　
表４　交互最小２乗法による最適尺度法
次　　元 １ ２ ３
性別 －0.278 0.037 0.917
年齢層 1.285 0.093 0.052
どの地点で死を受け入れるか －0.628 －0.628 0.087
提供できる臓器の種類 0.559 －0.564 0.526
国別 －0.071 1.019 0.371
成分１負荷量 0.155 －0.243 －0.127
成分２負荷量 0.164 －0.128 0.344
成分３負荷量 0.060 －0.007 －0.281
成分４負荷量 0.144 －0.320 0.130
成分５負荷量 －0.070 －0.340 0.261
成分６負荷量 －0.087 －0.007 0.064
成分７負荷量 －0.060 0.263 0.089
成分８負荷量 0.027 －0.235 －0.132
成分９負荷量 －0.175 0.132 0.109
成分10負荷量 0.075 0.000 －0.127
成分11負荷量 －0.090 －0.085 0.064
成分12負荷量 0.055 0.116 0.085
成分13負荷量 0.027 －0.178 －0.014








































“TABLE 27　It is important for a personｾs body to have 













































R｡ Matten らの調査において “If I donate my organs or 
tissues at the time of death､ I could be doing something 







着していないことは先の Marlene R｡ Matten の調査でも“I 
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